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５月１４日（火）、中学校において第１回の役員会が開かれ、教育長、５名のオブザーバーも出席
の中、今年度の各部会の事業内容と大まかなスケジュールが決定しました。

【経営部会】 部長：濱田 和光（中） 副部長：桜井 紀夫（小）
○事業内容 ・役員会開催（随時）

・学校経営方針の相互理解と９年間の見通しを確保、小中保護者への説明
・教職員レク企画（７月１９日）
・先進地視察研修の実施（一貫教育等）
・学校評価の共有化と９年間の学校教育を総括できるものを作成
・「陸別教育の日」を月１回制定し、活動日を確保
・「陸別ふるさと科」の実施

【教務部会】 部長：髙橋 純（小） 副部長：渡邊 耕平（中）
○事業内容 ・ふるさと科の実施と教育課程の編成（町教委と連携）

・９年間を見通した一貫した指導内容の研究、ＴＴ活用
※今年度 算数、体育、外国語（英語）、音楽

・「陸別学習プラン」の実施と改善点について検討
・町文化祭作品出展および舞台演出等参加（芸能発表会：１１月３日）
・「陸別の子」第５２号発行（３月）

【指導部会】 部長：田町 成淳（中） 副部長：板花 大輔（小）
○事業内容 ・「陸別生活プラン」の周知・掲示

・指導記録の共有化と引継ぎ
・生徒指導交流（紙面での情報交換）
・挨拶運動等の交流（児童会・生徒会交流等）
・交通安全街頭指導（年２回）
・校外巡視（各月毎実施検討）

【研修部会】 部長：佐藤 春奈（中） 副部長：鈴木 啓太（小）
○事業内容 ・合同研修会の実施（７月ほか３回を予定）

・町教育研究大会の実施（主管：中学校 １１月１５日）
・教育研究収録の発行
・道内研修の推進

【特支部会】 部長：岩井 玲佳（小） 副部長：北川 智之（中）
○事業内容 ・子ども発達支援連絡会への参加

・特別支援教育合同研修会の実施（十勝教育局「出前講座」を活用）
・進路指導の充実
・個別の教育支援計画の共有、入学時の引継ぎ
・児童生徒、保護者会による交流、情報交換会の実施

今年度から陸別小学校・陸別中学校は、分離型小中一貫校として
スタートしました。９年間を見通した一貫した教育活動を展開する
ために、小学校・中学校の教職員が各部会に分かれて、事業を推進
していきます。「町ぐるみで育む きらりと光る りくべつの子ども」
を合言葉に取り組んでまいります。
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カリキュラム作成全道研修会に
に参加した２名の先生の発表
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６月１３日（木）、陸別中学校視聴覚室を会場
に、今年度第１回目となる小中一貫教育研修会
を開催しました。今回は、十勝教育局 天野主
任指導主事を講師に義務教育９年間を見通した
教育課程の編成に向けて、他町の実践例も交え
て説明いただきました。
また、研修会の冒頭では、５月２４日（金）に

札幌市で行われた「カリキュラム作成全道研修会」
に参加した小学校からは小中一貫コーディネータ
ーの西藤孝幸教諭と中学校からは教務部会の内山
建教諭による報告が行われました。限られた時間
の中ではありましたが、道内外のモデル指定地域
の実践内容や陸別の実態に合った事例を聞き大変
参考になったとのこと、大変ありがとうございま
した。
天野主任指導主事からは、ご自身の過去の経験

から苦労したことやその経験から得られたこと、
小中一貫教育が求められる背景と理由、小中学校
段階における主な差（違い）など、実際に教育課
程を編成する上での視点をお話いただきました。
講座の中では、小中の教職員が「陸別の子ども

につけさせたい力は何か」を交流し合う場面もあ
り、改めて陸別の子供たちについて振り返る機会
となりました。
次回研修会は、７月８日（月）に特別支援教育

に関する研修を予定しています。

・ルールを守ったり、言われたことはきちんとできる

・自ら考える力が不足

・主体性をもった活動が苦手

・ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ゲーム機などの使い方

・粗暴な言動・行動がある

・自ら進んで学ばせる興味・関心を

高める授業づくり

・主体的で対話的な深い学びを導く

授業スタイル

・授業研の相互参加

・小中教職員による合同研修

・将来への夢をもたせる取組

・共通の学習規律

・家庭との協力

・ゲーム等のルールづくり

・家庭学習時間の確保

・親しき仲にも礼儀あり

・高齢者との触れ合い体験

・幼い時から家庭で

思いやりの心を育む環境づくり

・生活のルールの共有

・強健な心身でやり抜く気持ち、

態度を育てる

・基礎体力の向上

・小中の体力テスト情報の共有と

実施協力


